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自
主
防
災
組
織
を
つ
く
り

自
主
防
災
組
織
を
つ
く
り

災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う

災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う

産
業
創
造
助
成
金
制
度

　

産
業
の
振
興
と
雇
用
の
拡
大
を
図

る
た
め
、
本
市
に
お
い
て
創
造
的
事

業
を
行
う
事
業
者
の
方
に
対
し
て
助

成
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

対
象
者

　

市
内
に
事
務
所
ま
た
は
事
業
所
を

（1）
有
す
る
中
小
企
業
者
、
個
人
事
業

者

　

東
松
島
市
ま
た
は
女
川
町
に
事
務

（2）
所
ま
た
は
事
業
所
を
有
す
る
中
小

企
業
者
、
個
人
事
業
者
で　

の
者

（1）

と
共
同
し
て
対
象
事
業
を
行
う
も

の
の
代
表
者

　

市
外
（
東
松
島
市
ま
た
は
女
川
町

（3）
を
除
く
）
に
事
務
所
ま
た
は
事
業

所
を
有
す
る
中
小
企
業
者
、
個
人

事
業
者
で
あ
っ
て
、
支
店
、
営
業

所
な
ど
を
市
内
に
有
し
て
お
り　
（1）

の
者
と
共
同
し
て
対
象
事
業
を
行

う
も
の
の
代
表
者

受
付
期
間

　

随
時
。
た
だ
し
、
事
業
着
手
日
の

　

日
前
ま
で
に
申
請
書
を
提
出
し
て

30い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

 

・ 

　

企
業
立
地
推
進
課

　
　
　
　

（
内
線　

）
619

申

問

企
業
誘
致
助
成
金
制
度

企
業
誘
致
助
成
金
制
度

　

市
で
は
、
産
業
の
振
興
と
雇
用
の
拡
大
を
図
る
た
め
、
工
場
や
事
業
所
な
ど
の

施
設
を
新
設
・
増
設
・
移
設
し
た
場
合
、
そ
の
要
件
に
よ
り
、
助
成
金
を
交
付
し

て
い
ま
す
。

行
政
情
報

申
請
時
期　

事
業
所
な
ど
の
業
務
を
開
始
す
る
日
の　

日
前
ま
で

30

 
　

企
業
立
地
推
進
課
（
内
線　

）
�　

－

２
０
２
１

619

21

問 区分地域業種対象企業者助成内容

拠
点
地
区

石
巻
ト
ゥ
モ
ロ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
タ
ウ
ン

・
拠
点
法
に
規
定
す
る
産
業
業

務
施
設
、
そ
の
他
こ
れ
に
類

す
る
施
設

①
新
設
の
場
合

投
下
固
定
資
産
額

５
千
万
円
以
上

②
増
設
の
場
合

投
下
固
定
資
産
額

２
千
万
円
以
上

③
移
設
の
場
合

投
下
固
定
資
産
額

３
千
万
円
以
上

〈
企
業
立
地
助
成
金
〉

対
象
経
費：

投
下
固
定
資
産
に
課
せ
ら
れ
た
固
定
資
産
税

助

成

額：

固
定
資
産
税
額
と
同
額

限

度

額：

な
し

※
資
本
金　

億
円
を
超
え
る
企
業
の「
増
設
」に
お
け
る
企
業
立
地
助
成
金
の
額
は
、当
該
増
設

300

に
係
る
固
定
資
産
税
額
の
３
分
の
1
以
内
、年
間
5
、0
0
0
万
円
を
限
度
額
と
す
る
。

交
付
期
間：

５
年
間

〈
上
水
道
料
金
助
成
金
〉

対
象
経
費：

特
定
地
域（
工
業
専
用
地
域
）に
新
設
等
を
行
っ
た
後
、営
業
用
に
供
し
た
上
水
道

　
　
　
　
　

料
金

助

成

額：

上
水
道
料
金
の　

％
相
当
額

30

限

度

額：

　

万
円（
年
間
）

500

交
付
期
間：

５
年
間

〈
緑
化
推
進
助
成
金
〉

対
象
経
費：

事
業
所
等
の
敷
地
面
積
が
3
、0
0
0
2  

m
以
上
で
敷
地
面
積
の　

％
以
上
の
緑
化

10

　
　
　
　
　

に
要
し
た
経
費

助

成

額：

緑
化
経
費
の　

％
相
当
額

３０

限

度

額：

　

万
円（
年
間
）

500

交
付
期
間：

１
回
限
り

拠
点
地
区
以
外

市
内
全
域
（
石
巻
ト
ゥ
モ
ロ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
タ
ウ
ン
を
除
く
）

・
製
造
業
・
情
報
サ
ー
ビ
ス
業
・
倉
庫
業
・
道
路
運
送
業
・
旅

館
お
よ
び
ホ
テ
ル
博
物
館
・
美
術
館
・
動
物
園
・
植
物
園
・
水

族
館
・
自
然
科
学
研
究
所
・
遊
園
地
（
テ
ー
マ
パ
ー
ク
を
除
く
）・

自
動
車
整
備
業
・
機
械
修
理
業
・
電
気
機
械
器
具
修
理
業

① 
新
設
の
場
合

・
大
企
業
者

　

投
下
固
定
資
産
額　
　

５
億
円
以
上

　

常
用
従
業
員　
　
　
　
　

人
以
上

25

（
う
ち
新
規　

人
以
上
）　

10

・
中
小
企
業
者

　

投
下
固
定
資
産
額　
　

５
千
万
円
以
上

　

常
用
従
業
員　
　
　
　
　

人
以
上

10

（
う
ち
新
規
５
人
以
上
）　

②
増
設
の
場
合

・
大
企
業
者

　

投
下
固
定
資
産
額　
　

５
億
円
以
上

　

常
用
従
業
員　
　
　
　
　

人
以
上

10

・
中
小
企
業
者

　

投
下
固
定
資
産
額　
　

２
千
万
円
以
上

　

常
用
従
業
員　
　
　
　

５
人
以
上

③
移
設
の
場
合

・
中
小
企
業
者

　

投
下
固
定
資
産
額　
　

３
千
万
円
以
上

　

常
用
従
業
員　
　
　
　

５
人
以
上

　

自
主
防
災
組
織
と
は
、
大
規
模
な

災
害
な
ど
が
発
生
し
た
と
き
に
、
地

域
ぐ
る
み
で
助
け
合
い
協
力
し
合
う

防
災
組
織
で
す
。

　

自
主
防
災
組
織
に
は
定
ま
っ
た
大

き
さ
と
い
う
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

毎
日
の
生
活
の
中
で
顔
見
知
り
、
隣

近
所
の
連
帯
感
な
ど
か
ら
、
町
内
会

単
位
が
適
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

�
自
主
防
災
組
織
が
防
災
器
材
な
ど

を
購
入
す
る
場
合
は
、
助
成
制
度

を
設
け
て
い
ま
す
。

�
自
主
防
災
組
織
が
行
う
防
災
訓
練

に
は
、
消
防
機
関
が
指
導
に
当
た

り
ま
す
。
ま
た
、
訓
練
中
、
万
一

事
故
に
あ
っ
た
場
合
の
補
償
制
度

も
設
け
て
い
ま
す
。

 
　

防
災
対
策
課
（
内
線　

）・

397

　
　

各
総
合
支
所
総
務
企
画
課

問

▲自主防災訓練（南中里）

　人命や大切な財産を一瞬のうちに奪い去る

土砂災害。土石流、地すべり、がけ崩れなど土

砂災害は主に雨などが引き金となって発生し

ます。

　梅雨時期から秋の台風シーズンにかけて、降

雨の多いときが土砂災害の最も発生しやすい

ときです。

　雨になったら要注意です。家や職場は大丈夫

ですか？

　危険な個所を点検し、防災情報を収集するな

ど「日ごろの備え」を万全にし、「早めの避難」を

心がけましょう。

 　県石巻土木事務所河川砂防第一班　�94-8785

　　道路課 （内線386）・各総合支所建設担当課

問

6 1  30
がけ崩れ防災週間 6 1�7

みんなで防ごう土砂災害�

対
象
事
業
・
区
分

人
材
育
成
事
業

研
究
開
発
事
業

情
報
提
供
事
業

業
務
支
援
事
業

助　

成　

額

対
象
経
費
の
1
／
2
以
内

（
交
付
限
度
額　

万
円
）

50

対
象
経
費
の
1
／
2
以
内

（
交
付
限
度
額　

万
円
）

250

対
象
経
費
の
1
／
2
以
内

（
交
付
限
度
額　

万
円
）

50

対
象
経
費
の
1
／
2
以
内

（
交
付
限
度
額　

万
円
）

50
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公
立
深
谷
病
院
閉
院
の
お
知
ら
せ

　

公
立
深
谷
病
院
の
周
辺
に
自
治
体

病
院
や
民
間
診
療
所
な
ど
の
新
規
開

業
が
多
く
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

徐
々
に
患
者
数
の
減
少
傾
向
が
出
て

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成　

年
７
月
の
宮
城
県

１５

北
部
連
続
地
震
で
は
、
西
館
（
病
床

数
百
床
、
放
射
線
室
、
検
査
室
な
ど
）

が
全
壊
す
る
な
ど
甚
大
な
被
害
を
受

け
、
患
者
の
受
け
入
れ
体
制
を
と
る

こ
と
が
困
難
と
な
り
、
入
院
患
者
の

転
院
、
外
来
患
者
の
他
医
療
機
関
へ

の
紹
介
な
ど
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し

た
。

　

平
成　

年
４
月
か
ら
の
医
師
の
臨

１６

床
研
修
制
度
の
施
行
に
伴
い
、
全
国

的
に
も
医
師
不
足
が
叫
ば
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
が
、
公
立
深
谷
病
院

で
も
例
外
で
は
な
く
、
常
勤
医
師
の

う
ち
５
人
が
退
職
し
、
患
者
の
受
け

入
れ
が
困
難
な
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
事
態
を
受
け
、
平
成

　

年
６
月
に
経
営
健
全
化
計
画
を
策

１６定
し
、
職
員
給
与
の
削
減
な
ど
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
経
営
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
業
務
を
委
託
し
て
経
営
改
善

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

平
成　

年
４
月
に
は
地
方
公
営
企

１８

業
法
の
全
部
適
用
を
受
け
る
企
業
団

と
し
、
意
思
決
定
の
迅
速
化
と
経
営

責
任
の
明
確
化
を
図
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
経
営
改
善
の
効

果
は
現
れ
ず
、
平
成　

年
度
末
の
負

１８

債
総
額
は
約　

億
円
と
見
込
ま
れ
る

５５

事
態
と
な
り
、
金
融
機
関
か
ら
の
一

時
借
入
金
の
融
資
が
停
止
さ
れ
る
な

ど
、
現
行
の
経
営
形
態
で
の
存
続
は

困
難
な
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

閉
院
に
至
っ
た
経
緯

公
立
深
谷
病
院
は
、
昭
和

年

月
の
開
設

　

公
立
深
谷
病
院
は
、
昭
和　

年　

月
の
開
設

２８２８

１１１１

以
来
、

年
間
に
わ
た
り
地
域
医
療
機
関
と
し

以
来
、　

年
間
に
わ
た
り
地
域
医
療
機
関
と
し

５３５３

て
市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
を
守
る
お
手
伝
い

て
市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
を
守
る
お
手
伝
い

を
し
て
き
ま
し
た
が
、
平
成

年
３
月

日
を

を
し
て
き
ま
し
た
が
、
平
成　

年
３
月　

日
を

１９１９

３１３１

も
っ
て
閉
院
し
ま
し
た
。

も
っ
て
閉
院
し
ま
し
た
。

１
市
６
町
の
合
併
前
ま
で
は
、
旧
河
南
町
と

　

１
市
６
町
の
合
併
前
ま
で
は
、
旧
河
南
町
と

旧
矢
本
町
で
運
営
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
合
併

旧
矢
本
町
で
運
営
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
合
併

後
、
石
巻
市
と
し
て
は
、
旧
河
南
町
分
を
引
き

後
、
石
巻
市
と
し
て
は
、
旧
河
南
町
分
を
引
き

継
ぎ
東
松
島
市
と
共
に
運
営
し
て
き
ま
し
た

継
ぎ
東
松
島
市
と
共
に
運
営
し
て
き
ま
し
た

が
、
病
院
経
営
の
大
き
な
環
境
の
変
化
に
伴
い
、

が
、
病
院
経
営
の
大
き
な
環
境
の
変
化
に
伴
い
、

継
続
す
る
こ
と
は
財
政
的
に
市
民
の
皆
さ
ん

継
続
す
る
こ
と
は
財
政
的
に
市
民
の
皆
さ
ん

に
多
大
な
負
担
を
か
け
る
も
の
と
判
断
し
、
東

に
多
大
な
負
担
を
か
け
る
も
の
と
判
断
し
、
東

松
島
市
と
協
議
の
上
、
閉
院
と
い
う
苦
渋
の
選

松
島
市
と
協
議
の
上
、
閉
院
と
い
う
苦
渋
の
選

択
を
し
た
も
の
で
す
。

択
を
し
た
も
の
で
す
。

負
債
の
状
況
お
よ
び
処
理

　

公
立
深
谷
病
院
の
負
債
の
状
況
は
、

閉
院
時
に
は
次
の
と
お
り
で
、
合
計

額
で
は
約　

億
円
で
し
た
。

５５

●
企
業
債　

約　

億
８
千
万
円

２８

　

（
病
院
施
設
の
建
設
や
医
療
機
器

の
購
入
な
ど
に
要
し
た
長
期
借
入

金
）

●
一
時
借
入
金　
　

億
５
千
万
円

１４

　

（
病
院
運
営
上
の
資
金
不
足
を
補

て
ん
す
る
た
め
の
金
融
機
関
か
ら

の
短
期
借
入
金
）

※
こ
れ
に
つ
い
て
は
す
で
に
返
済
ず

み
で
す
。

●
長
期
借
入
金　

３
億
円

　

（
病
院
運
営
上
の
資
金
不
足
を
補

て
ん
す
る
た
め
の
石
巻
市
と
東
松

島
市
か
ら
の
借
入
金
）

●
補
助
金
返
還
金
、
リ
ー
ス
物
件
の

清
算
金
な
ど　

約
８
億
円

　

前
記
の
負
債
は
、
公
立
深
谷
病
院

企
業
団
に
お
い
て
生
じ
た
も
の
で
す

が
、
そ
の
処
理
に
つ
い
て
は
構
成
市

で
あ
る
石
巻
市
お
よ
び
東
松
島
市
が

行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
負
担
割
合
お
よ
び
額
は
、
石

巻
市　

パ
ー
セ
ン
ト
（
約　

億
５
千

７０

３８

万
円
）、
東
松
島
市　

パ
ー
セ
ン
ト

３０

（
約　

億
５
千
万
円
）
で
す
。

１６

　

今
後
の
負
債
処
理
に
つ
い
て
は
、

す
で
に
返
済
ず
み
の
一
時
借
入
金　
１４

億
５
千
万
円
を
除
く
、約　

億
円（
石

４０

巻
市
約　

億
円
、
東
松
島
市
約　

億

２８

１２

円
）
を
、
平
成　

年
度
ま
で
に
返
済

４０

す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

今
後
の
医
療
体
制

　

後
継
医
療
法
人
を
公
募
し
た
結

果
、
埼
玉
県
所
沢
市
に
本
部
を
置

く
「
医
療
法
人　

啓
仁
会
」
に
決

定
し
、
９
月
の
開
業
に
向
け
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

開
業
時
の
診
療
体
制
は
、
内
科

と
外
科
の
二
つ
の
診
療
科
目
で
、

病
床
数
は　

床
で
ス
タ
ー
ト
す
る

４２

予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、

段
階
的
に
診
療
科
目
や
病
床
数
を

増
や
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
ま
で
、
市
民
の
皆
様
か
ら
賜

り
ま
し
た
公
立
深
谷
病
院
へ
の
ご
支

援
と
ご
協
力
に
対
し
ま
し
て
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
新
た

に
開
業
す
る
病
院
に
つ
き
ま
し
て
も
、

こ
れ
ま
で
同
様
、
ご
支
援
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

 

石
巻
市
長　

土
井　

喜
美
夫

▲経営移譲協定書調印式（平成１９年３月）


